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The aim of this study is in digitalization and maritime industry transformation using digital technology 
has increased. Digitalization and automation changes in the operation of maritime industry becomes more 
technical and demands highly and specialized skilled. But the maritime education and training (MET) in 
Thai is no ready for that. Thai must see other country to preparing the people for future requirements. 
It is necessary to establish cooperation between industry and maritime education and training (MET) 
and government to evaluate missing points in the present Thai maritime education system. And create 
ideal curriculum for Thai maritime education and training in digitalized era. 
































































































自動運航船（MASS: Maritime Autonomous Surface Ship, Auto-Shipping）とは、船上の高
度なセンサーや情報処理機能、セキュリティの確保された衛星通信、陸上からの遠隔操船支援
機能を備えた船舶とその運航システムと考えられている(3)。  
2018 年 5 月に開催された国際海事機関（IMO: International  Maritime  Organization）
の海上安全委員会（MSC：Maritime Safety Committee）第 99 回会合において、自動運航船の
暫定的な定義として 4 種類の自動化レベルが以下のように提示された(4)。 
⚫ 自動化レベル 1：船員が船を運航するために操船する。一部の運航は自動化シス
テムを搭載する。 
⚫ 自動化レベル 2：遠隔地から操船する。船員は乗船し、操船可能である。 
⚫ 自動化レベル 3：遠隔地から操船する。船員は乗船しない。 
⚫ 自動化レベル 4：操船は自動化システムにより意思決定をする。 
 
また、英ロイド船級協会（Lloyd’s Register of Shipping）は、自動化レベル（AL：Autonomous 























① AAWA：The Advanced Autonomous Waterborne Applications Initiative 




取りとなっており 2017 年末までに終了した。 
 
② MUNIN：Maritime Unmanned Navigation through Intelligence in Networks 














































・自動離着桟機能の実証：三井 E&S 造船、商船三井など 
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2018 年 6 月に発表された未来投資戦略 2018 において、「海上交通の高度化に向けた
自動運航船の実用化への取り組み」が盛り込まれ、自動運航船の実現に向けた取り組みを
強化した。 




② 商船三井、三井 E&S 造船 
商船三井、三井 E&S 造船等で構成される研究コンソーシアムは「自律型海上輸送シ
ステムの技術コンセプトの開発」を 2017 年 8 月より開始した。高度に自律化された船舶
（自動運航船）の技術コンセプトを開発し、自動運航船の実現に必要となる技術の開発ロ
ードマップを策定する予定である。 





2016 年 6 月より「船舶の衝突リスク判断と自律操船に関する研究」を開始。他船と
の衝突リスク判断を容易にする機能の開発や、非常時における陸上からの遠隔操船、航海
計器情報を AR 化した機器に関する開発を実施した。 






















図 3-1 にタイ学校系統図を示す。タイの教育制度は日本と同様、「6・3・3・4 制」で、義
務教育は原則として満 6 歳から満 15 歳までの 9 年間である。飛び級などで教育課程を終了し
ている場合や病気を除き、理由なく児童を就学させなかった保護者には 10,000 バーツの罰金
が課せられる。 


















































希望する研修・訓練コースを比較する表」の一例を表 3-1 に示す。 
◼ 研修・訓練コースの詳細 







































3.4 タイ商船訓練所（Merchant Marine Training Centre：MMTC）(10) 
タイ商船訓練所は運輸省海事局の所管である。当初は海事
局敷地内に Merchant Marine School として 1971 年に設立した。
図 3-2 はタイ商船訓練所のシンボルマークである。設立当初は、
タイ国営企業である Thai Maritime Navigation 社に供給する士
官レベルの船員を育成するため、3 年制短期養成であり、第 1 期
は学生 18 人であった。 
1978 年内閣決議によって海事局敷地を離れ、サムットプラ
カーン県に校舎を新築した。1982 年にデンマーク政府より支援
を受け、カリキュラムの発展・向上のため 3 年間から 5 年間に







1989 年に日本政府から、訓練施設や備品が STCW 条約に従った教育訓練が実施できるよ
う、さまざまな支援や援助を受けた。1998 年、商船訓練所はブラパー大学と連携し、卒業生が
学士の学位が授与される。2005 年、商船訓練所は 4 千トン級の新練習船「SAKHON WISAI」




















後、ブラパー大学の学位を取得することができる。5 年体制の中で 4 年間は授業とその後 1 年
間で商船実習を行う。学生は自分で実習をするための商船を探すため、実習実施のための競争
率は高い。なお、実習できない者は卒業できない。 
タイ商船訓練所は 4 千トン級の練習船 SAKHON WISAI（定員：実習生 150 名、乗組員
50 名）と 1 千トン級の練習船 VISUD SAKORN（定員：実習生 60 名、乗組員 20 名）を所有
し、1 年生に 10 日間、2・3 年生に 25 日間、計６0 日間の乗船実習を行っている。5 年生は商
船で実習を行う。練習船実習の運航費と実習費は政府が 100%負担し、食費は学生が負担する。
商船実習の運航費と実習費は会社が 100%負担する。 
タイ商船訓練所の航海科カリキュラムは IMO モデルコース 7.01（船長・一等航海士）、
IMO モデルコース 7.03（航海当直を担当する職員）及び一般教養と合わせて作成されたもの
であり、卒業要件は次のとおりである。 
◼ 卒業要件となる科目で 164 単位以上を修得すること。 
◼ 一般科目（オレンジ色）は、語学科目 13 単位、人文・社会科目 12 単位、理学・数学
図 3-3 練習船 VISUD SAKORN（右）と練習船 SAKHON WISAI（左） 
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科目 3 単位、体育学科目 2 単位の合計 30 単位を修得すること。 
◼ 専門科目のうち専門科目（緑色）は、必修科目 27 単位を修得すること。  
◼ 専門科目のうち専攻科目（青色）は、必修科目 101 単位を修得すること。 
◼ 自由選択科目（黄色）は、6 単位以上を修得すること。 


















ブラパー大学・ロジスティクス学部は 8 学科に分かれており、航海学科（Nautical Science)、
海事産業管理科 (Maritime Industrial Management)、物流管理科 (Logistics Management)、貿
易間および物流科 (Inter-trade & Logistics)、航空ロジスティクス科 (Aviation Logistics)、海
事事業科  (Maritime Business)、サプライチェーンエンジニアリング科  (Supply Chain 
Engineering)、クルーズ管理科 (Cruise Management)である。入学選抜は、全国統一試験の成




得に必要な教育内容を合わせてカリキュラムが作成されている。5 年体制の中で 4 年間は授業
と後 1 年間で商船実習を行う。人数が少ないため、全員が卒業できる。 
大学は練習船を所有せず、タイ商船訓練所の練習船で１・2 学年時に 15 日間の実習を行
っている。5 学年時に商船で実習を行う。練習船実習の運航費と実習費は政府が 100%負担し、
食費は学生が負担する。商船実習の運航費と実習費は会社が 100%負担する。 
ブラパー大学・ロジスティクス学部の航海学科カリキュラムは IMO モデルコース 7.01（船
長・一等航海士）、IMO モデルコース 7.03（航海当直を担当する職員）及び一般教育と合わせ
て作ったものであり、卒業要件は次のとおりである。 
◼ 卒業要件となる科目で 179 単位以上を修得すること。 
◼ 一般科目（オレンジ色）は、語学科目 12 単位、本性・生活の質科目 4 単位、生活技
能・企業の社会的責任科目 7 単位、イノベーション・創造的思考科目 4 単位情、報技
術科目 3 単位の合計 30 単位を修得すること。 
◼ 専門科目のうち専門科目（緑色）は、必修科目 20 単位を修得すること。  
◼ 専門科目のうち専攻科目（青色）は、必修科目 118 単位、選択科目５単位の計 123 単
位を修得すること。 
◼ 自由選択科目（黄色）は、6 単位以上を修得すること。 











3.6 カセサート大学・国際海事学部 (Faculty of International Maritime Studies、Kasetsart 
University) (12) 
カセサート大学はタイで最初の国立農科大学であ











現在、国際海事学部は 4 学科に分かれ、造船学科（Naval Architecture)、航海学科 (Nautical 
Science)、機関学科 (Marine Engineer)、海事ロジスティクス学科 (Maritime Logistics) であ
る。航海学科と機関学科の授業科は年間 6 万バーツであり、航海学科と機関学科以外の授業科
は年間 3 万バーツである。入学選抜は、全国統一試験の成績によって行われる。毎年、造船学





乗船実習を行っている。海技資格の免状取得希望者はプラス 1 年間の商船実習を行う。 
国際海事学部は練習船を所有せず、3 学年生に造船学科、航海学科、機関学科がタイ商船
訓練所の練習船で 15 日間、及び航海学科 4 学年生だけが水産練習船で 15 日間の実習を行って
いる。乗船実習の運航費と実習費は政府が 100%負担し、食費は学生が負担する。海技免状の
資格の取得希望者は 5 年時に商船で 1 年間の実習を行う。商船実習の運航費と実習費は会社が
100%負担する。 
カセサート大学・国際海事学部の航海学科カリキュラムは IMO モデルコース 7.01（船長・
一航海士）、IMO モデルコース 7.03（航海当直を担当する職員）及び一般教養と合わせて作成
されたものであり、卒業要件は次のとおりである。 
◼ 卒業要件となる科目で 153 単位以上を修得すること。 
◼ 一般科目は、語学科目 13 単位、人文・社会科目 5 単位、ウェルビーイング科目 6 単
位、起業学系科目 3 単位情、美学科目 3 単位の合計 30 単位を修得すること。 





◼ 専門科目のうち自由選択科目（黄色）は、必修科目 3 単位を修得すること。 
◼ 自由選択科目は、6 単位以上を修得すること。 





















各海事教育機関の航海学科カリキュラムは専門科目 110 単位以上（タイ商船訓練所 128












一般科目 30 30 30 
基礎教育科目 
必修 27 20 0 
選択 6 6 6 
専門科目 
必修 101 118 114 
選択 0 5 3 































入学資格は大学入学資格と同じ、修業年限は 2 年又は 3 年である。短期大学卒業者は短期大学
士の学位が授与される。 
高等専門学校は中学校卒業者が進学する修業年限 5 年または 5 年半（商船に関する学科）






























所管の独立行政法人海技教育機構（JMETS：Japan agency of Maritime Education and 
Training for Seafarers）の海上技術学校 4 校（小樽、館山、唐津、口之津）、高等学校卒業







海上技術学校 4 校は中学校卒業者を対象に 3 年間で航海・機関両方の海技士資格に加
えて、高等学校卒業と同等の資格が得られる。卒業後、希望者は乗船実習科で練習船によ
る 6 ヶ月の乗船実習を修了すると、四級海技士（航海及び機関）の国家試験の筆記試験が



















































































































東京海洋大学海洋工学部 (19)では、 航海システム工学科の卒業要件(19)は次のとおり、 
◼ 卒業要件となる科目で 129 単位以上を修得すること。 
◼ 一般科目は、共通導入科目 8 単位、文化学系 4 単位、哲学・科学論系科目 4 単位、社
会科学系科目 4 単位情、健康・スポーツ系科目 2 単位、外国語系科目 8 単位、自由選
択科目 4 単位の合計 34 単位を修得すること。 
図 4-5 練習船「海鷹丸」（左）と練習船「汐路丸」（右） 
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◼ 基礎教育科目は必修科目 14 単位、選択科目 7 単位の合計 21 単位を修得すること。 
◼ 専門科目は必修科目 48 単位、選択科 26 単位の合計 74 単位を修得すること。 
◼ 卒業研究は専門科の必修科目（5 単位）であり、不合格の時は卒業でないこと。 





共通導入科目 必修 8 
文化学系 選択 4 










基礎教育科目 全学共通科目 必修 14 
学部共通科目 選択 7 
































◼ 卒業要件となる科目で 130 単位以上を修得すること。 
◼ 一般科目は、基礎教養科目 4 単位、総合教養科目 4 単位、外国語科目 8 単位、情報科
目 1 単位情、高度教養科目 4 単位、共通専門基礎科目 10 単位の合計 31 単位を修得す
ること。 
◼ 学部共通科目は必修科目 16 単位を修得すること。 
◼ 専門科目は必修科目 66 単位を修得すること。 
◼ 自由選択科目は 26 単位以上を修得すること。 
◼ 特別研究は必修科目（特別研究 1、特別研究 2-a、特別研究 2-b 合計 5 単位）であり、
不合格の時は卒業でないこと。 

































SAT(23)とは Scholastic Assessment Test の略で、アメリカの非営利法人が主催し、アメリ
カの大学進学希望者を対象とした標準学力テストである。「SAT Reasoning Test」と「SAT 
Subject Test」の 2 種類がある。アメリカの各大学で合否基準として広く使われており、大学
進学を希望するアメリカ国内の高校生の多くが受験している。 































4.2.1 米国国立商船大学 (United States Merchant Marine Academy）(26) 
1874-1936 年の間に政府支援による海事教育をしていた。1934 年に旅客船 SS Morro 




















と 海事ロジスティクス及びセキュリティ学科（Maritime Logistics & Security）で、1 学年
約 120 名である。機関系は海洋機械学科（Marine Engineering）、海洋システム工学科
（Marine Engineering Systems）及び海洋・造船管理学科（Marine Engineering and Shipyard 




◼ 卒業要件となる科目で 164 単位以上を修得すること。 
◼ 一般科目は、理学系科目（黄色）19 単位、人文・社会科学系科目（緑色）13 単位、
体育学科目（オレンジ色）４単位、機関学科目（赤色）6 単位情、自由選択科目 16 単
位、海洋科学科目（灰色）2 単位の合計 60 単位を修得すること。 
◼ 専門科目のうち専攻科目（青色）は、必修科目 104 単位を修得すること。 

























◼ 卒業要件となる科目で 170 単位以上を修得すること。 
◼ 一般科目は、理学系科目（黄色）19 単位、人文・社会科学系科目（緑色）14 単位、
体育学科目（オレンジ色）４単位、機関学科目（赤色）6 単位情、海洋科学科目（灰
色）単位、人文・社会科学選択科目 3 単位の合計 50 単位を修得すること。 












就学年数は 4 年で、航海士資格教育は海上輸送学科（Maritime Transportation）45 名、
機関士資格教育は海上機械工学科（Maritime Engineering & Technology）と機械工学
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（Mechanical Engineering）の希望者で合計 90 名ある。 
乗船実習は、大学所有の練習船で１年生から３年生までの各学年に２ヶ月、合計６ヶ
月行う。練習船は、海軍から 1996 年に譲渡された総トン数 15,821 総トンの水路測量船









◼ 卒業要件となる科目で 143 単位以上を修得すること。 
◼ 一般科目は、理学系科目（黄色）12 単位、人文・社会科学系科目（緑色）35 単位の
合計 47 単位を修得すること。 
◼ 専門科目のうち専攻科目（青色）は、必修科目 96 単位を修得すること。 
































提供される。公立学校では、以下のように義務教育を 4 段階で分けている。 
◼ Key Stage 1（5-7 歳、Year1-2） 
◼ Key Stage 2（8-11 歳、Year3-6） 
◼ Key Stage 3（12-14 歳、Year7-9） 
◼ Key Stage 4（15-16 歳、Year10-11） 
11 歳と 14 歳で Key Stage テストを全員が受ける。16 歳では、全国統一学力試験「GCSE：
General Certificate of Secondary Education」を受験する。GCSE の成績は、進学・就職の際に





































英国の大学のほとんどのコースは 3 年制であるが、サンドイッチコース（Sandwich Course）
を卒業するには 4 年制になる。このコースを選択した学生は、最初の 2 年間大学で専門分野の






ベル・テスト）に合格し、通常シックスフォーム（Sixth Form)と呼ばれる GCE 受験に向けた













る。共通基準は基礎からレベル 8 まで決定した。ユニット履修者に与えられる単位数。1 単位
は 10 時間の学習時間が基準である。 

















行ってきた。この統合によって、海事大学（The School of Engineering, Technology and 
Maritime Operations）の海事学部となった。 
海事学部の航海科コースは 3 年制フルタイムで 360 単位（1 年ごとに 120 単位）を修
得し、優等学士学位（Bachelor of Science with Honours）を取得することができる。STCW
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条約当直航海士資格証明書を希望する学生は、2 年生と 3 年生の間に 1 年間の乗船実習を
行う。 






































機関系の Marine Engineering、Mechanical Engineering、航海系の Marine Operations、
Nautical Science、電気技士の Marine Electrical and Electronics Foundation がある。 




































学位基礎コースの教科内容は、航海職員教育は 152 週（うち 70 週は乗船実習）、機関





の学位基礎コースの乗船実習は、70 週間であり、准学士コースでは 65 週間である。機関
士の学位基礎コースは 58 週間であり、機関士の准学士コースでは 52 週間である。また、















や単位互換制度（European Credit Transfer System：ECTS）の共通枠組みを定めるボローニャ










国や大学によって 1 ECTS あたり 25-30 時間の勉強が必要である。 
欧州の大学では基本的に 1 年間（2 学期間）で 60 ECTS の科目を履修することが推奨さ
れている。学士課程は 3 年制で 180 ECTS、修士課程なら 2 年が多く 120 ECTS である。 
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1 ECTS を 30 時間の学習に相当すると考えると、1 年間で 1,800 時間、学士課程を修了す
るのは 5,400 時間の学習が必要となる。 
 
4.4.1 アムステルダム応用科学大学海事コース(Hoge school van Amsterdam of the 
University of Applied Science NHL, the School of Technology）(28) 
アムステルダム高等専門学校は、アムステルダム、ロッテルダム、フラッシンゲンお







オランダの海技教育制度は、日本でいう国土交通省、文部科学省及び  Water 
Management 部門の共同により管理されている。STCW 条約の海技資格教育と大学教育
の部分に分離されている。海技資格を取得できる教育は 4 年制で、定員は航海コース 90
名と機関コース 90 名の定員である。 
教科は、自然科学、技術、倫理、社会、経済、文化、物理に分類され、入学時の就学
資格によって一部免除される。海技資格教育内容については 6 年ごとに STCW 監査を受
けるが、欧州海上保安機関（European Maritime Safety Agency、略称：EMSA）による監
査は５年ごとであり４年目から監査の準備をしなければならず大変であることから、同じ
年にするように要望している。オランダでは、甲機両用教育を継続していたが、卒業生の




































ければオフショア業界で通常の船員の 2 倍から 3 倍の高収入が得られる上、年に 6 ヶ月
勤務、6 ヶ月有給休暇等の労働条件が与えられるため受講者が多い。 
 








航機両用教育コースは、１年間を 2 学期制とし、4 年間で 240 ETCS を修得し、海上




れ 1 学期間で 30 ETCS を（Post Graduate Diploma as Master Mariner）、2 学期間で 60 
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ETCS を（Post Graduate Diploma as Marine Chief Engineer）と３学期間で 90 ETCS 又は
4 学期間で 110 ETCS（Post Graduate Diploma as Marine Chief Engineer and Master 
Mariner）である。 
航海科コースは、8 学期間で 225 ETCS を修得し、海上運送及び海洋学位（Bachelor 
of Maritime Transport and Nautical Science）を取得し、STCW 条約の運用レベルの航海
士資格を取得でき、実務経験後に船長資格が得られる。 
機関科コースは、9 学期間で 270 ETCS を修得し、技術管理及び船舶機関学位（Bachelor 




















































単位の内容は、１学期に教養科目と職業専門科目が 15 単位ずつの 30 単位で、３年間













2 キャンパスに 4 学部（Faculty）がある。各学部の学科は、航海学部（Navigation）
5 学科、海洋工学部（Marine Engineering）4 学科、海洋電子工学部（Electrical Engineering）
40 
 
4 学科、品質と管理工学（Management and Quality Science）学部５学科である。 
英語教育に力を入れており、英語科目は航海系が 454 時間、機関系が 180 時間であ
り、その上専門科目の大半が英語で講義が行われている。 















































4.5.1 大連海事大学 (Dalian Maritime University) (28) 
約 100 年の歴史を持つ交通部所管の船員教育機関で、1994 年に教育部の認可を得て、
海事産業全般にわたる教育分野を包括する 19 の単科大学または専攻を統合した国立総合
大学となり、名称を大連海事大学とした。1 キャンパスで、学士課程 50 プログラム、修士
課程 90 プログラムと博士課程 28 プログラム、ポスドク 4 プログラムを運営し、巨大総合
大学である。入学選抜は、志願者の州統一試験と希望大学の入学水準との比較によって行
われる。 
海技資格教育は、4 年制の航海大学（Navigation College）と舶用機関大学（Marine 


















































































4.6.1 韓国海洋大学（Korea Maritime University）(28) 
戦前の商船教習所が戦後に学校組織となり 1947 年に 4 年制の国立大学となった。
1992 年から海技資格教育以外の海運や造船など海事関係の単科大学を開設し、今では 5












Global Maritime Distress and Safety System）などの研修を取り入れている。国際ビジネス
で活躍する人材育成をめざし、英語教育に力を入れ、TOEIC の 800 点を卒業条件にして
いる。英語教育は、英語文章力教育（2 単位）、英会話・発表（3 単位）、英語による講義
（6 単位）、ネイティブ教師による講義（3 単位）である。 
日本にはないオフショア学科（Off-Shore Plant Operation）は、沖合の石油リグ施設
等の関する教育に特化した学科である。その教育内容は、General Physics(物理）、
Introduction to Naval Architecture（造船学概論）、Introduction to Electric (電気工学概論)、
Terrestrial Navigation（地文航海学）、Engineering Mathematics（エンジニアリング数学）、
General Chemistry（ 化学 ）、 Introduction to Ocean Engineering （ 海洋工 学概 論 ）、
Introduction to Business Administration(経営管理)、Shipping Management maintenance

















◼ 卒業要件となる科目で 150 単位以上を修得すること。 
◼ 有効期間内のいずれ TOEIC 800 点以上、TOEIC Speaking Lv.6、TEPS 572 点以上、






4.6.2 木浦海事大学（Mokpo National Maritime University）(28) 
1950 年に水産と商船の海事教育機関として発足し、1993 年に 3 年制の商船大学（専
門大学）となった。2005 年に 2 学部の学士課程からなる 4 年制大学となり、順次、修士


















































一般科目 34 50 0 0 
基礎教育科目 
必修 14 0 0 0 
選択 7 0 0 0 
専門科目 
必修 48 120 250 225 
選択 26 0 110 0 
卒業に必要な単位数 129 170 360 225 
 
*  英国の単位は 10 時間の学習に相当する 




















































2025 年には 147,500 人の船舶職員が不足すると予測されており、これは海事教育機関に
対する世界的な需要の 18％以上に相当する。 2025 年までに、約 1,000 隻の船舶が完全に自律




















































⚫ Ralph Tyler（1949）(39) カリキュラムとは、その教育目的を達成するために学校によ
って計画、指揮される学生の学習活動である。 


































































◼ 卒業要件となる科目で 135 単位以上を修得すること。 
◼ 一般科目は、語学科目 13 単位、人文・社会科目 5 単位、ウェルビーイング科目 6 単
位、起業学系科目 3 単位情、美学科目 3 単位の合計 30 単位を修得すること。 
◼ 基礎教育科目（オレンジ色）のうち必修科目は、25 単位、選択科目 5 単位の計 30 単
位を修得すること。 
◼ 専門科目（青色）は、のうち必修科目は、40 単位、選択科目 35 単位の計 75 単位を
修得すること。 







語学科目 選択 13 
人文・社会 選択 5 
ウェルビーイング 選択 6 
起業学系 選択 3 

























































第 3 章では、今回行ったタイ人船員士官レベルを養成する海事教育機関 3 大学（タイ商船
訓練所、ブラパー大学・ロジスティクス学部、カセサート大学・国際海事学部）を調査した結
果を示した。各タイ海事教育機関の航海科カリキュラムは IMO モデルコース 7.01（船長・一
等航海士）、IMO モデルコース 7.03（航海当直を担当する職員）に基づいて作ったものであり、
各大学の一般教育科目を合わせて、各タイ海事教育機関の卒業要件となる科目は 150 単位以上








第 5 章では、デジタル時代の特徴を概観し、航海士に必要な知識及び能力について述べた。 
第 6 章では、デジタル時代における航海士の必要な知識を参考にしてデジタル時代の適切
なカリキュラムを作成してみた。作成したカリキュラムは日本やアジア型海事教育機関を参考



















専門科目は IMO モデルコース 7.01、7.03 に基づいて 40 単位を修得しなければならない。 
三等航海士免許証を希望する学生は、STCW 条約に必要なコースの選択科目を選ぶ。STCW 条
約に必要なコースの選択科目は基本船員訓練 I・Ⅱ、小型船舶、上級消火訓練、上級レーダ及
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